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勤続年数 20年以上 19 18 17 …(中略)… 3 2 1年以上







































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1-4 -1 大正 7年度から大正13年度までの各年度決算
(円)




大正7年 970.000 o I 628，165 79.051 226.269 1.157.499 388.739 136.644 16.467 
大正8年 1.035.100 o I 541.329 764.097 284.717 1.359.320 798.312 235.928 168.920 
大正9年 1.473.318 35.323 652.786 591.091 432.354 1.978.891 802.488 149.056 365.073 
大正10年 1.715.428 243.048 728.012 431.556 360.981 2.475.530 681.635 124.982 87.822 
大正1年 1.756.538 449.010 915.689 450.460 241.540 2.779.490 554.673 141.003 68.000 
大正12年 1.705.961 512.094 1.008.088 107.245 606.705 3.122.764 568.835 351.213 440.000 
大正13年 1.805.961 815.696 1.109.718 7.155 309.277 3.417.788 423.459 86.789 170.000 
注l 歳入経常部中、定額支出金以外の「その他」の政府支出金とは、大正8年法律第
12号の大正9年改正に基づくものである。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し、 2班に分かれ、第 l涯は毎土曜 1回3時間の計12回、第 2班は冬季休業














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































および商業学的なものを集めて 8科目 (8単位)、第 3類は法学部およ
び文学部に属すべきものを13科目 (13単位)、第4類は外国経済書およ
び演習を 4科目 (19単位)の以上である。
② 従来は、講義時聞の長短にかかわらず l学科目 l単位であったもの
を1週2時間の講義時間をもってみな一様に 1単位とした。また、各
教授の演習を l単位とした。













































・鈴木安蔵「学連事件一一精神史的回想 1-4 J r季刊現代と思想J35、36、
371 
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37、38、1979年
・金子務「鈴木安蔵の思想一一京都帝国大学時代Jr立正法学論集.!21巻 3・
4号、 1988年
・高桑末秀『日本学生社会運動史』青木書底、 1955年
(6) 本項の記述は主として以下の文献を参考にした。
. r河上肇全集J16、岩波書底、 1984年
(7) 本項の記述は主として以下の文献を参考にした。
-京都帝国大学学生運動史刊行会『京都帝国大学学生運動史.J1984年
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